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【背景】世界的に肥満率は増加し、肥満妊婦も増加している。母体肥満は妊娠高血圧腎症や

妊娠糖尿病、流産等のリスクを増加させ、子の成長後の肥満リスクを増加させる。本研究で

は高脂肪食を摂取させた母体の胎盤および産仔の成長や妊娠等への影響を検討した。 

【方法】 

1)ICR 雌マウスに 10 週間高脂肪食(HFD)または通常食(ND)を与え、交配後、妊娠 17 日目

に剖検した。胎盤中のトリグリセリド(TG)および遊離脂肪酸(NEFA)、免疫細胞動態および

炎症性サイトカインの遺伝子発現を測定した。2)HFD または ND 母体を出産させ、産仔体

重を１週間ごとに測定した。3)HFD または ND 母体由来の雄産仔(13 週齢) に 2 週間 L-

NAME または水を飲水させ血圧を測定し剖検した。4) HFD または ND 母体由来の雌産仔

(16 週齢)の妊娠１日目から L-NAME または水を飲水させ血圧を測定し、妊娠 17 日目に剖

検した。 

【結果】 

1)ND 区と比較し、HFD 区で胎仔重量が減少し、胎盤での TG、NEFA、CD8+T 細胞、マ

クロファージ、炎症性サイトカイン遺伝子発現が増加した。2)ND 区と比較し、HFD 区産

仔は出生時体重が増加し、その後も体重の増加傾向が持続した。3)ND 区と比較し、HFD

区雄産仔は L-NAME 飲水による血圧上昇率が高く、腎臓重量が減少した。4)ND 区と比較

し、HFD 区雌産仔の胎盤および胎仔重量が減少した。両区の雌産仔で L-NAME 飲水によ

る血圧変動に違いはなかった。 

【結論】 

母親の HFD 摂取は胎盤での脂質蓄積と炎症を誘導し、胎仔の成長を抑制した。一方、HFD

母体由来産仔の出生時体重および成長時の体重が高く、雄産仔では L-NAME による血圧増

加率も高かった。HFD 母体由来雌産仔は、ND 母体由来雌産仔に比べて胎盤重量低下と胎

仔低体重が認められた。以上から、肥満により胎盤機能が変化し、仔の成長・血圧・妊娠機

構等に長期的な影響を及ぼす可能性が示唆された。 

 

 


